いふ けれども、 ビ— ル のうま さに つられて 翌日 も 出か 

け やうと いふ 意志 強壮な ま すら をは少 いさう で、 この 

タンクへ 日参して 無事 病魔 を 退治す る 人物 は 他日 人生 

の あらゆる 魔物 を 退治で きる に 相違ない とい ふこと で 

ある。 

かう いふ 変った 病院で あるから、 そこに 働く 人物 も 

自らた、 V 者で はない ので、 昔、 杉 山 英樹と 郡 山 千 冬と 

いふ 二人の 事務員が ゐ たので ある。 ドクトルで ないか 

ら 何も 知らない 患者に とって は大 へん 良かった やうな 

もの だが、 この 両名 は 天下に 稀な ォッ チョコ チヨ ィだ 

から ドクトルの 留守の 時な どに は 白衣 をつ けて 尤もら 



しく 患者 を タンクへ つめこんで 首まで もぐして 面白が 

つ て 患者 を 半殺しに する ぐら ゐ はやり かねないので、 

この 二人が こゝ へ 務めて いたと いふの は 気 違 ひが 気 違 

ひ 病院の 院長 をつ とめて ゐる やうに 自然であった。 そ 

して 二人 は 非常に 仲が 悪かった。 犬猿 もた、 V ならず と 

は 二人の ことで、 なにが さて 並の 人間の 十倍ぐ らゐロ 

先の 良く 廻転す る 両名 だから、 悪口雑言、 よく まァこ 

はきだめ 

ん ない やら し い 言葉 を 掃 溜から 搔 きま は して 拾って き 

たと 思 ふやうな こと をお たが ひに 蔭で 叩きあって ゐた 

ので ある。 

御 両名が 仲が 悪 いのは 尤も 千万で、 杉 山英樹 とい ふ 



キリ シ タ ン 

私が 切支丹の 文献が 手に はいらなくて 困って ゐ ると 

き、 彼に 会って その 話 をす ると、 その 文献なら なんと 

か 教会に あって、 そこの フランス 神父 は 友達で 先日 も 

会って 何に つ いて どんな 話 をして きたな ど、 清流の 流 

れる ごとく 語り だすから、 それ はありが たい、 さつ そ 

く 神父に 紹介して くれ、 これから 行って 本 を 読ませて 

貰 ふから、 と 言 ふと、 ゥム、 ところが、 と 彼 はちつ と 

も 困らず、 今 は その 本 は 教会に はない ね、 なぜ、 なぜ 

ならば ネ、 目下 ある 人が 借りて ゐる、 この 借りた 人が 

何故に 借りて ゐ るかと いふと これに は 次の やうな 面白 

い 事情が あ つて ：•：. 勿論 神父な ど 、 友達で すらな い の 



である。 

足の ない 幽霊みたい なと ころがあって、 つま リ、 足 

のない 一 ッ目 入道み たいな 男 だ。 鉄の 棒 を 持って ゐる 

が、 この 棒の 先の 方 も 幽霊 的に 足がなくて、 人 を ボカ 

ン となぐ る。 良く 命中す る けれども、 鉄の 棒の 足が な 

いから 命中しても 風が 起る ばかりで、 先方 はポ カンと 

する が、 目 は 廻さない。 彼の 文学の 論法 は、 あらかた 

さう いふ ものである。 

ところが 一方、 郡 山 千 冬と いふ 先生 は、 足の 方 は ひ 

どく 大きな 毛脛で 年中 ゴロ/^ うるさく 地球 を ひっか 

き 廻して 歩いて ゐ るが、 首から 上が 消えて しまって 無 



いので ある。 大酒飲み だから、 首がない と 困る けれど 

も、 彼 は 臍から 飲む。 そして その 臍で 年中うる さい ほ 

ど ガヤ ガヤ ゴ チヤ/ \ 喋り まく つて ゐ るので ある。 

郡 山 千 冬の 声 は 一 種 独特の シャ ガレ 声で、 テキ 屋の 

声に 厚い 鉛の メ ツキ を かけて 年中 フィゴ で 吹いて ゐる 

やうな 声で あるが、 後楽園 球場で 一 番 響きの 悪い 声で 

国民学校 一 年生の やうに うるさく 怒鳴ったり 拍手した 

リ落 付きな く 見物して ゐる のが この 男 だ。 ところが こ 

の 男 は 毎日 職業 野球 を 見物して ゐる だけが 能 かと 思 ふ 

やすきぶ し 

と、 さう ではない ので、 万歳 も 見て ゐ るし、 安来 節の 

小屋で カケ 声をかけて ゐる こと も あるし、 浪花節で も 



を 傾けて 脚本 を 書いて やって ゐた。 

そのうちに 戦争が 白熱し てきて 安来 節もダ メ になる 

と、 経済 何とか 研究所、 名前 はす ごいが 社長と 郡 山と 

二人し かゐ ない ところで、 これ はつ まリ 闇屋の 品物 を 

しかるべく 取つ いで やる 機関な ので ある。 

この 先生 はつ まリ まともな 仕事が 出来ない 本性な の 

で、 病院へ 務める にも 松 沢 病院な どゝ いふ 当り前のと 

ころ は 気が向かない。 座 付 作者になる にも インチキ- 

レビ ュ ゥ とくる とま だ 少し まともす ぎて、 安来 節と こ 

ない と、 どうしても を さまる ことが 出来ない。 闇屋な 

ども 当り前の 商売 だ あら ダメ なので、 闇屋の 上前 を は 



知って をり、 まったく 講談 倶楽部 を 入れて 三十 冊、 そ 

れ 以上の いかなる 本 も 所持して ゐな いので ある。 かう 

いふ シ ブイ 人物で あるから 杉 山 英樹の 街 学 的 大風呂敷 

と は ソリが 合 はない ので、 由来 銜 学者 は 田舎者で あり、 

郡 山 は 最も ィキ 好みの シ ブイ 男で (産 報な ど、 は 最も 

シ ブイ) うるさくて 騒々 しくて しっきり なしの 電車み 

たいで 困る けれども 当人が ィキ 好みで あると いふ 精神 

に 於て は 変り がない。 マ トモな 商売 はやれな いとい ふ 

意気 好み だから 何とも 騒々 し い の は 仕方がない。 

足の ない 大入道の 幽霊と 首の ない 毛筋 だけの 地球 を 

ゴ 口/ \ひ つかいて 走り 廻って ゐ るうる さい 意気 好み 



の 男と、 昔の 日本で は 騒々 しいの が 二人たい へん 仲が 

悪かった の だが、 戦争が 終って みると、 気の毒に 足の 

ない 大入道の 幽霊の 方が 死んで しまった。 杉 山が 生き 

て ゐれば 日本の 文壇 はもう 一 とま はりうる さくな り、 

バ ルザ ック だの サン ト • ブゥヴ だの ボル テ— ル だのと 

読まない 本 を 何百 冊 も 並べた て、、 ともかく 命中す る 

の は 風ば かりにし ろ 細い 鉄棒 を ふり 廻して 低気圧の 子 

供ぐ らゐは 年中 まき 起した 害であった。 

大将 だ の 大臣の 正体が バ クロされ て 檻に つながれ、 

世 は 変り、 こ ゝに郡 山 千 冬 も 真人間と なる 時が きたの 

で X X 社の 編輯 記者と なり、 この 雑誌 社 は 裏 街道で は 



ないやう で、 どうやら 人間の 表 街道へ 現れる に 及んで、 

なるほど 世の中 は 根柢 的に 変つ たんだな ァと私 は 彼 を 

眺めて 世の た、 V ならぬ 大変 転に 気付いた ので ある。 

先日 XX 社の 座談会で、 私 は 喋る 方で あり、 郡 山 は 

喋らせる 方で、 二 本の ゥヰ スキ ー を とりだし たから、 

オイ 命の 方 は？ と 私が 大いに 慌てる と、 先生 もき ま 

り 悪が つて、 冗談 ぢ やない よ、 X X 社が 買ふゥ ヰスキ ー 

ぢ やない か。 昔 は 郡 山 先生が 手がける 酒 は 命に かゝは 

る ものに きまって ゐた。 然し、 世 は 変り、 あに 世の 変 

り を 信ぜざる ベ けんや、 即ち 私 は 新 日本の 生誕 を 信じ 

る 故に 敢然 グラス をと つて 強 か あ ふり、 今日 も 尚 生 
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